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研究成果の概要（和文）： 
 
本研究課題は指導者がさまざまな指導場面に応じて、指導方法や言語活動、教材について下す
意思決定のための『経験則』」を「指導者の『ヒューリスティックス』」と定義し、このヒュー
リスティックスを指導者間や指導者と授業観察者間で共有可能にし、指導者教育へ応用できる
知識として提供することを目的とした。その結果、新たな授業分析結果の提示手法やタスク内
容に見られる”distance”や”density”という新しい概念の発見、さらには英語活動内のタスク間
のリンクに関する考察が、ヒューリスティックスの一部解明につながり、早期英語教育指導者
養成のための重要な手法や視点を提供した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
The major aim of this research project is (1) elucidating instructor’s “heuristics”, i.e. her/his 
decision-making strategies as s/he faces various classroom situations, and (2) putting the 
heuristics into practice for teacher training.  
As the outcome of this project, various significant methodologies and viewpoints in 
English language teaching at early childhood were given and found, such as the 
COLT-Profiling method, concepts of “distance” and “density” of tasks and some 
instructors’ heuristics. 
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１．研究開始当初の背景 
 
2002年 4月より，「総合的な学習の時間」

において，「国際理解教育の一環として」小
学校での英語教育が実質的に開始された。文
部科学省が 2006年 2月に全国の公立小計約
2 万 2000 校を対象に行った調査によると、
実に 93.6%の公立小で英語教育が行われ、そ
のうち小 1で実施している学校も 75.1%に上
っていた。さらに、様々な英語教育特区も誕
生する運びとなり、小学校における「英語」
の教科化・必修化の議論も過熱してきた。 
就学前英語教育に関しても、2001 年の調

査では園の活動として英語を導入している
幼稚園の割合はまだ全体の 6%にあたる
15,000強であった。しかし、2006年現在、6
歳児の 23.2%が英会話などの語学の教室に通
っている(ベネッセ調査)ことから、英語教育
への関心は大きく高まっており、幼稚園・保
育所での英語活動導入の割合もかなり高く
なっていると推察され、潜在的英語学習者の
若年化は顕著になっていく傾向が認められ
る。 
これらの早期英語教育に関わる議論に応

える形で、小学校におけるカリキュラム開発
や実践研究などは多く行われるようになっ
てきた。しかしそれと比較しても就学前英語
教育に関する理論的･実証的研究は未だ少な
いままである。この理由は、例外なく学習指
導要領の影響下におかれる初等教育以降と
は異なり、多様な場所で実施されている就学
前英語教育に関しては、実践報告的なものや
活動のノウハウに関するものが中心となっ
たためであろうと推察され、それらを総合
的・客観的に比較検証するような研究はこれ
まで希有であった。 
その中で申請者たちは 2002 年のプロジェ

クト発足以来現在まで、長期的に観察された
指導実践データを総合的・客観的に分析して
いくという手法により、就学前英語教育にお
ける指導者のヒューリスティックス（実践
知・経験知）解明とその指導者教育への応用
に関して研究を継続してきた。その結果、
Sugino et. al (2004)や Kawashima et. al 
(2004)では、Communicative Orientation of 
Language Teaching (COLT) Observation 
Scheme (Spada and Fröhrich, 1995)を分析
の枠組みとして園児の発達段階に応じた指
導者の指導の焦点の変容を数量的に明らか
にし、ヒューリスティックスの一部を明示化
した。また Sugino et. al (2005)では、古賀ら
(2005)で開発された「COLT-Profiling」の手
法を用いて、異なる教育背景における英語活
動を比較することに成功した。本プロジェク
トにおける授業観察の継続はすでに 4年間を
超え、蓄積されている授業データ自体の重要
性は言うまでもないが、それ以上に本研究に

関わるこれまでの成果はこのように国内は
もとより、国際的な学術誌での発表を通じて
多くの早期英語教育研究者たちに共有され
るものとなっている。 

図 1	
 COLT-Profilingの一例 
 
 

２．研究の目的 
 
本研究課題は、「早期英語教育に関わる指

導者育成プログラム開発」のプロジェクトに
おける一研究課題と位置づけられる。申請者
たちは「指導者がさまざまな指導場面に応じ
て、指導方法や言語活動、教材について下す
意思決定のための『経験則』」を「指導者の
『ヒューリスティックス』」と定義し、この
ヒューリスティックスを指導者間や指導者
と授業観察者間で共有可能にし、指導者教育
へ応用できる知識として提供することをプ
ロジェクト全体の大きな目標の一つとして
いる。前述したように、これまでの研究では
「ヒューリスティックの一部の解明」及び
「ヒューリスティックス分析や比較のため
の手法の開発」を成果として公開するに至っ
ている。 
本研究課題においては、これまでの知見を
更に発展させ、（Ａ）指導者のヒューリステ
ィックスを解明し、（Ｂ）その成果を早期英
語教育に関わる指導者養成へ応用すること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 

 
研究期間初年度（2007 年度）は，COLT 

Observation Scheme Part Aを利用した授業
分析と授業への省察アンケートを教師に行
い、それを KJ法により分析した。2008年度・
2009年度は，COLT Part Aの分析に加えて、
活動内容へのより質的分析を行い、活動間の
リンク要因について考察を行った。 
 



 

 

４．研究成果 
 

2007年度は本科研プロジェクトチームと
兵庫教育大学、上越教育大学、鳴門教育大学
の小学校英語教育プロジェクトとの間での
共同研究という形態を中心として研究を実
施した。このジョイントプロジェクトにおい
ては韓国での招待講演で２つの研究発表を
行った。 
一つは早期英語教育導入で先行している

韓国での小学校英語活動を分析した。ここで
はこれまで授業分析の枠組みとして利用し
てきたCOLTによって、小学校2年生、小学校
5年生のクラスを分析し、profileを作成した。
それによって、これまで日本における就学前
の英語活動クラスで用いてきた修正版の
COLTの利用妥当性を検証するとともに、早
期英語教育の方法・内容における「density
」と「distance」の概念の重要性を論じ、本
研究課題において実施予定であるインタビ
ュー分析などの質的分析の必要性を明らか
にした。 
さらにその結果を用いて「早期英語活動に

おけるteacher's beliefの比較研究」を実施し
た。これは、韓国で実施されている小学校英
語教育の実践を観察後、日本の教員養成課程
学生、小学校教師、中学校教師、高等学校教
師などを被調査者として、「気づき」を列挙
するよう依頼し、KJ法を用いて、teacher's 
beliefや視点の差異などについて分析した。
どの被調査者もCOLT Part Aによって明ら
かになったdensityについての記述は比較的
認められたものの、distanceに関わる記述に
は差が見られたことから、教師教育における
授業観察の重要性や、現職教員の柔軟な姿勢
の必要性が示唆される結果となった。 
また、2008年度は、前年度の研究成果よ

り得られた「早期英語活動の中でタスク内
容が生活の文脈化に果たす役割」と「ヒュ
ーリスティックスの意識化とその効果に関
する研究」を実施し、その成果は、２つの
国際会議における研究発表によって公開さ
れた。 
まずSugino et. al (2008)におけるタスク

分析の考察では、英語学習を第一義とする
タスクは「閉じた」ものとなりがちであり、
「ことばの学習」としての早期英語教育の
実現には結びつきにくいという可能性が示
唆され、真の意味で「開かれた」、教室と外
の世界をつなぐタスクとはどのようなもの
であるべきかが論じられた。 
さらに、Koga et. al	
 (2008)において、

異なる授業を観察し比較するという授業観
察課題を使用したヒューリスティックスの
意識化実験を行ったところ、指導経験のな
い実習生は比較観察するという課題だけで
は意識化可能なヒューリスティックスの種

類に限界が認められ、実践へと結びついて
いないという結果を得た。 
そして、最終年度には、教室内と外の世界

をつなぐためのタスク内容の重要性に注目
して研究を行った。COLT Part A の分析と
COLT-Profiling による概観をさらに質的な
分析を行うことで考察を深め、言語活動を子
どもたちの生きた体験とするためには活動
間、活動内でのコンテンツのリンクとヒュー
リスティックスとしてその効果的な提示方
法が必要であるとの分析結果を得た。 

図２	
 活動間のリンク図の一例 
 
本研究課題における研究発表は全て国際

学会におけるものとなり、国内外の研究者へ
このデータ分析結果とその考察は様々な知
見を寄与するものとなった。指導者のヒュー
リスティックスの一部解明に成功し、それを
効果的な早期英語活動へ応用することがで
きた。本プロジェクトによるタスク分析の手
法やタスクのリンクなど解明は、目的として
あげた指導者養成のための応用につながる
ことから、研究成果に関しては概ね満足のい
く達成度であると考えている。 
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